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平
成
２
５
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

年
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
★
４
月「
に
そ
と
」

の
開
通
と
そ
れ
に
先
立
っ
て
の
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
あ
り
、
高
台
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
。★
４
月
大
阪
駅
北
地
区（
う
め
き
た
）

の
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
が
開
業
。
★
６

月
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。
★
７
月

参
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
施

策
ス
タ
ー
ト
。
★
８
月
９
月

猛
暑
日
が
続
き
、

記
録
的
な
暑
い
夏
に
。
★
９
月
台
風
１
８
号
で

特
別
警
報
や
長
岡
京
市
と
し
て
は
初
め
て
の
避

難
勧
告
。★
９
月

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
東
京
開
催
が
決
定
。
★
１
０
月
長
岡
京
市
市

会
議
員
選
挙
が
あ
り
２
４
名
の
議
員
選
出
。
★

１
２
月
阪
急
西
山
天
王
山
駅
が
開
業
（
予
定
）。

来
年
は
平
成
２
６
年

甲
午
（
き
の
え

う
ま
）。

十
干
の
最
初
の
甲
、そ
し
て
勢
い
の
あ
る
午（
馬
）

年
で
す
。
高
台
自
治
会
も
「
お
も
て
な
し
」
の
心

と
「
今
で
し
ょ
う
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
皆
さ
ん

が
「
ジ
ェ
ジ
ェ
ジ
ェ
」
と
感
じ
る
施
策
を
、「
倍

返
し
」
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
年

末
年
始
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。↗

♠

バ
ス
通
り
街
路
樹
の
落
ち
葉
清
掃
は
、

１
１
月
・
１
２
月
の

日
曜
と
水
曜
日
の
計

８
日
間
、
延
べ
２
４

０
人
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

毎
回
一
葉
の
落
ち
葉
も
残

さ
ず
丁
寧
に
清
掃
い
た
だ

き
ま
し
た
。
児
童
登
校
時
に
行
っ
た
た
め
、
子

ど
も
た
ち
に
も
清
掃
の
大
切
さ
を
見
て
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

♠

さ
く
ら
会
館
年
末
大
掃
除
が
、
１
４
日
に
行
わ

れ
、
３
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
「
年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
」
１
２
月
２

７
日
（
金
）
と
２
８
日
（
土
）
に
小
雨
決
行
で

実
施
し
ま
す
。
火
の
用
心
の
掛
け
声
と
共
に
２

組
に
分
か
れ
て
高
台
内
を
巡
り
ま
す
。
一
緒
に

回
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
特
に
お
子
様
と
一

緒
に
、
午
後
８
時
に
さ
く
ら
会
館
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
年
末
は
忙
し
さ
の
た
め
不
注
意
の

火
災
や
空
き
巣
被
害
が
増
え
ま
す
。
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
「
阪
急
西
山
天
王
山
駅
」
が
１
２
月
２
１
日

（
土
）
に
開
業
し
ま
す
。
高
台
を
通
る
阪
急
バ

ス
が
減
便
に
な
り
時
刻
表
が
変
わ
り
、
阪
急
電

鉄
京
都
線
の
時
刻
表
が
変
更
に
な
り
、
高
速
バ

ス
と
の
乗
り
継
ぎ
が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

▼
「
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
」
は
、
１
月
３
日

（
金
）
の
み
休
み
で
、
他
は
通
常
通
り
毎
週
火

曜
日
と
金
曜
日
に
行
い
ま
す
。
ゴ
ミ
出
し
は
午

前
８
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
高
台
安
心
見
守
り
隊
」
の
構
想
が
進
ん
で
い

ま
す
。
高
台
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
一
人

住
ま
い
の
方
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
公

的
機
関
の
支
援
や
他
人
任
せ
で
は
こ
の
問
題
は

解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
皆
ん
な
が

互
助
の
精
神
で
対
応
し
て
い
く
ほ
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
「
一
人
住
ま
い
」
で
「
お
お

む
ね
６
０
歳
以
上
」
の
方
を
対
象
者
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
安
心
の
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

❶

安
全
を
見
守
ら
れ
る
方
募
集

「
一
人
住
ま
い
」で「
お
お
む
ね
６
０
歳
以
上
」

の
方
な
ど
で
、
支
援
を
受
け
ら
れ
た
い
方
は
、

ま
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

❷

「
見
守
り
隊
員
」
募
集

月
１
回
程
度
の
訪
問
や
電
話
で
、
対
象
者
の
安

全
確
認
を
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
→

平
成
２
６
年
度
（
平
成
２
６
年
４
月
か
ら
２
７

年
３
月
ま
で
）
の
新
役
員

の
立
候
補
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

役
員
に
は
「
常
任
委
員
」

（
定
員
１
３
名
程
度
）
と

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」（
同

２
１
名
）
が
あ
り
ま
す
。

常
任
委
員
か
ら
、
互
選
で

会
長
・
副
会
長
・
会
計
・

庶
務
の
四
役
を
、
ま
た
自

薦
他
薦
で
ス
ポ
レ
ク
・
防

犯
防
災
・
福
祉
・
美
化
衛

生
部
会
な
ど
の
リ
ー
ダ
を

担
当
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」
は
、

２
１
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ

ッ
ク
の
事
情
と
や
り
方
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
話
し
合
っ

て
互
選
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
担
当
の
内
容

は
下
右
表
の
通
り
で
す
。

自
治
会
活
動
は„

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
”
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
知
恵
と
汗
で
、
自
分
が
得
意
と
す
る
分
野

で
、
皆
ん
な
が
楽
し
く
親
し
く
な
る
活
動
を
、

担
当
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

立
候
補
は
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
近
く
の
役

員
ま
で
、
１
２
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

❸

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
し
て
、

月
１
回
程
度
、
対
象
者
な

ど
に
さ
く
ら
会
館
に
会
合

い
た
だ
き
、
懐
か
し
の
「

映
画
鑑
賞
会
」「
カ
ラ
オ

ケ
大
会
」「
食
事
会
」「
茶

話
会
」
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
皆
さ
ん
、
見
守
り
た
い
隊
参
加
の
方

は
、
桒
原
（
９
５
４
・
６
７
４
０
）
ま
で
。

２
１
Ｂ   

西
村
本
成

さ
ん

私
は
京
都
御
所
西
で
生
ま
れ
育
ち
、

小
学
校
か
ら
一
番
上
ま
で
御
所
近

く
の
学
校
に
通
学
で
き
恵
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

少
年
時
代
か
ら
野
球
一
筋
、
厳
し
く
も
楽
し
い

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
社
会
人

野
球
で
は
、
全
日
本
・
五
大
都
市
体
育
大
会
・

秋
田
国
体
な
ど
に
出
場
、
国
体
で
お
世
話
に
な

っ
た
お
返
し
と
し
て
、
高
台
自
治
会
の
要
請
で

「
二
巡
目
国
体
」
の
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
徳
島
県
選

手
の
民
泊
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
昭
和
４
８
年

に
縁
あ
り
両
親
と
と
も
に
高
台
へ
、
そ
し
て
４

０
年
に
な
り
ま
す
。

昭
和
５
０
年
代
、
４
号
公
園
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
す
る
子
供
た
ち
を
見
て
い
た
ら
「
お
っ
ち
ゃ

ん
、
高
台
に
子
供
会
作
っ
て
欲
し
い
ね
ん
…
」

と
。
聞
く
と
高
台
に
子
供
会
が
な
い
か
ら
、
地

区
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
に
出
ら

れ
な
い
と
の
こ
と
。
子
供
た
ち
の
寂
し
い
思
い

が
堪
ら
な
く
、
校
区
体
振
・
子
ど
も
会
の
担
当

者
と
相
談
し
、
五
小
育
友
会
地
域
委
員
さ
ん
に

も
支
援
協
力
い
た
だ
き
、
晴
れ
て
「
高
台
子
供

会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
後
体
振
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ

ブ
な
ど
が
で
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
「
高

台
自
治
会
」
誕
生
と
、
皆
さ
ん
若
く
溌
剌
と
し

た
行
動
的
な
時
代
で
し
た
。
長
中
育
友
会
や
五

小
校
区
体
振
連
合
会
な
ど
役
員
担
当
も
そ
の
時

で
し
た
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
長
岡
京
市
よ
り
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
と
「
平

成
２
５
年
度
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
少
し
前
に
は
京
都
府
よ
り
組
織
普
及

振
興
・
協
会
の
充
実
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
表

彰
対
象
の
役
職
は
、
市
レ
ク
協
会
会
長
・
市
ペ
タ

ン
ク
協
会
相
談
役
・
府
ペ
タ
ン
ク
協
会
会
長
で
す
）。

こ
れ
ら
は
全
て
、
高
台
住
民
の
皆
々
さ
ま
を
始

め
奥
・
下
海
印
寺
、
金
が
原
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
の
賜
物
で
、
そ
の
代
表
と
し
て
私
が
受
賞
し

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
ご
支
援
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
高
台
は
、
役
員
さ
ん
に
任
さ
ず
に
住
民
も
一

体
と
な
り
協
力
し
て
、
高
齢
者
も
若
い
方
も
楽

し
く
住
め
る
町
を
目
指
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

<

入
居
・
入
会>

１
７
Ｂ

南
谷
１
４
・
１
２  

川
口

衆

さ
ん

（
南
谷
は
金
が
原
バ
ス
停
南

府
道
沿
い
で
す
）
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手をつなごう

高台自治会で

西山天王山駅西側のイメージ

「敬老昼食懇談会」が、１１月２９日・３０日、
１日の３日間に分けてさくら会館で行われ、延
べ１０３名の参加がありました。古来稀なりと
言われた「古希」（70 歳）以上の方が対象で、

今年新しく古希を迎えられた方も参加されま
した。昼食を楽しんだのち、自己紹介があり、
語り合いました。バイオリン15B青野さんと
キーボード奥村さん（元高台）共演の「アイル
ランド民謡」などの名曲に聴き入り、20B 川
瀬さんプロジュース「ブ

ーフーウー京都」のプロ
ジェクターを使った紙芝
居劇も楽しみました。
最後に皆んなで懐かし
の名曲を合唱しました。

さ
く
ら
会
館
来
年
１
月
度
の
清
掃
は
、
１
月
１
１

日
（
土

役
員
会
の
日
）
の
１
０
時
か
ら
で
、
１
５

Ｂ
と
１
６
Ｂ
が
担
当
で
リ
ー
ダ
は
大
崎
さ
ん
で

す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
１
１
月
度
の

さ
く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
２
０
回
で
し
た
。

昨年のパトロール 市長激励訪問

役  職 役 職 内 容

ブロック
委員

（各ブロック
1名）

① 原則月 1 回の「役員会」へ出
席いただきます

② 部会の委員を担当いただきま
す（部会は年数回開催）

③ 月1 回の「高台だより」等配
付と、会費徴収をお願いします

役員会

12 月 1 日の落ち葉清掃

12月1日の敬老昼食会

サロンの映画会のイメージ

１
１
月
２
４
日
（
日
）
に

「
地
震
災
害
」
を
想
定
し

た
「
防
災
・
避
難
訓
練
」

が
あ
り
４
９
名
の
皆
さ
ん

が
最
寄
公
園
に
訓
練
避
難

し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
３
号
公
園
に
集
結

し
、
四
中
グ
ラ
ン
ド
に
向
か
い

ま
し
た
。
高
台
か
ら
直
接
会
場

に
来
ら
れ
た
方
も
含
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
「
防
災
フ
ェ

ス
タ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。↗

起
震
車
体
験
・
消
火
器
訓
練
・
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
訓
練
・
放
水
訓
練
・
賞
品

付
防
災
ク
イ
ズ
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
高
台
自
治
会
の
皆
さ
ん
が

「
炊
き
出
し
訓
練
」
を
行
い
、
７
０

０
人
分
の
白
玉
入
り
ぜ
ん
ざ
い
を
振

舞
い
好
評
で
し
た
。

最
近
長
岡
京
市
近
辺
で
も
地
震
が
続
い
て
お
り

ま
た
今
後
起
こ
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
減
災
の
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参加者全員でのバケツリレー訓練


